【資料４】埋蔵文化財調査の参考図（ネオⅠの埋蔵文化財調査資料より）

・ネオⅠでの調査における人工実績は延べ1,230人日。調査面積は2028㎡、層の断面は次の通りです。
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以下「京都大学(南部)総合研究実験棟(ネオⅠ)新営その他工事にともなう発掘調査」より抜粋

■経緯と経過

調査地点は京都大学医学部構内の北西部に位置している。ここに南部総合研究棟の新営が計画されたため、発掘調査を実施した。調査期間は1999年8月2日～12月7日、調査面積は2028㎡。これまで周辺では、南側に隣接する41地点で鎌倉・室町時代の各種遺構と遺物が豊富に出土しているほか、その南の143地点では鎌倉時代の梵鐘鋳造遺構や鋳型がみつかっており、これら中世を中心とする時期の遺跡の広がりが予想された。調査の結果、旧医化学教室基礎や管路による撹乱が調査地のかなりの部分に及んでいたものの、最下層の中世遺物包含層や、深い掘り込みをともなう井戸や土坑はほぼ全域で遺存していた。また、整理箱183箱に及ぶ大量の遺物が出土しており、調査地一帯が中世における活発な活動域に相当することがあらためて確認された。

■近世の調査成果

この時期の遺物包含層である灰褐色土は、調査地西北部の500㎡あまりと、南辺の壁際にわずかに残存するのみであった。調査地一帯は中世末期の16世紀以降には耕作地化したようで、灰褐色土の下には耕土とみられる黄灰色土が30～40cmの厚さで堆積している。それ以降近代の大学設置に至るまで、こうした畦道と棚田で構成されるのどかな農村的景観がひろがっていたものと想定される。

■中世の調査成果

出土遺物が激増するのは、黄灰色土より下に堆積する厚さ20cm前後の茶褐色土・暗灰褐色土層で、中世後半期（14世紀～15世紀前半代）を中心としながら、中世前半期（13世紀代）の資料も若干量認められる。遺構の多くは、こうした遺物包含層除去後の地山砂礫層や、その窪地に堆積したシルト層の上面で検出された。
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